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第９期計画策定に当たって考慮すべきもの

１．第８期計画の評価・検証委員会から出された意見

２．第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の
国及び県の方針

３．「新しい行田へ～みなさんといっしょに～」（政策集）
に掲げる政策

４．第８期の目標とその実績、評価、施策ごとの課題と
今後の方向性（事務局案） ⇒ 別添資料 ５

５．アンケート調査結果 ⇒ 別添資料 ６
〇介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
〇在宅介護実態調査
〇介護サービス提供施設・事業所調査）



１．第８期計画評価・検証委員会から出された意見について



1.第８期計画評価・検証委員会から出された意見について

第８期計画の評価について

通いの場
〇通いの場へ向かう移動手段の確保を検討するべきではないか。
〇地域に根付くサロンなども集約するため、通いの場の定義について地域に情
報を発信して、地域から情報をもらうのはどうか。

ご近所型介護
予防事業

〇参加人数と開催場所の増加を図り、リハ職など専門職の協力を取り入れなが
ら、量と質の向上を両立していくことが必要ではないか。

認知症施策
〇認知症サポーター養成講座修了者の活動の場が少ない。養成講座修了者が認
知症ボランティアとなり、活躍できる場を提供すべきではないか。

〇ボランティアポイントの創設はどうか。

介護人材確保

〇市が高校等へアプローチし、介護分野への就職に関心を持ってもらう働きか
けをしてはどうか。

〇将来の人材確保策として、小学校、中学校の児童生徒を対象に、介護につい
ての学習を取り入れる働きかけが必要ではないか。

〇介護事業所とのマッチングイベントなど就職支援の継続が必要ではないか。

計画全般

〇第８期計画の重点４事業は、目標値が適正だったか検証し、目標値の下方修正も含め、修正を
加え、継続すべき事業があるのではないか。
〇第８期計画の評価分析を行い、第９期計画に継承していくべきではないか。
〇計画中に保険者の方向性や意図を示し、課題を積み残さないような計画とすべきではないか。

重点4事業
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２．第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
国の基本指針

～令和５年３月開催「全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議資料」から抜粋～
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２



３．「新しい行田へ～みなさんといっしょに～」（政策集）
に掲げる政策

～「新しい行田へ～みなさんといっしょに～（政策集）」から抜粋～
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３．「新しい行田へ～みなさんといっしょに～」（政策集）に掲げる政策

みんなにやさしいまちづくり

＜みんなが幸福長寿＞

〇帯状疱疹やインフルエンザなど、ワクチン接種の支援を拡大します。

〇市内循環バスとデマンドタクシーを、市民の足となるよう市民目線で

見直します。

〇老人福祉センター南河原荘と永寿荘は、市民の憩いの場として建替えを

検討します。

〇農業と福祉の連携など、障がい者や高齢者が安心して働ける環境づくり

を支援します。

〇介護士不足の解消と人材育成のため、介護資格取得のための支援を行い

ます。

〇障がい者や高齢者も、市民のだれもが個性や能力を発揮できる幸福長寿

日本一を目指します。

〇ペットの火葬場建設の設置と、ペット霊園を新設します。


